
 

 

 

 

３月 11日の福島原発事故から１ヶ月半になろうとしていますが、未だに事故は収

束せず、放射能が放出され続けています。 

政府は「ただちに健康に影響はない」等、事故と汚染、被ばくの深刻さを隠して

います。福島の子どもたちは一般成人の被ばく限度を大きく上回る被ばくを強要さ

れ母親の間から不安の声が上がっています。（裏面参照） 

25年前のチェルノブイリ原発事故では、子どもの甲状腺ガンが多発するだけでは

なく、成人の白血病やガンも増加しています。そこに住む人々や日常生活、病気の子どもたち、消えた村などを

訪れた広河隆一さんの写真を展示します。福島原発事故はチェルノブイリと同じ

レベル７の深刻さです。その現在進行中である福島原発事故に関するパネルを作

成しました。 

これらを通じて、私たちの現在とこれからについて一緒に考えていきませんか。 

 

 

 

主催：美浜・大飯・高浜原発に反対する大阪の会（美浜の会） E-mail：mihama@jca.apc.org 
大阪市北区西天満 4-3-3 星光ビル３階 TEL：06-6367-6580 FAX：06-6367-6581 

●４月 30日（土）12：00～19：00  ●５月１日（日）10：00～15：00 

場所：総合生涯学習センター ギャラリーB  大阪駅前第２ビル 5階 

入場無料     ＊１日５回程度、ミニ学習会を予定しています。 
大阪市北区梅田 1-2-2-500  

mailto:mihama@jca.apc.org

